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１．オンライン情報共有・意見交換会の概要 

事業参加者を英語圏と仏語圏のグループに分けて、オンライン情報共有・意見交換会を各グループ３回

ずつ実施した。 

（1）目的 

 令和３年度の交流プログラムの実施に先立ち、事業参加者間（９か国 17 人）が交流する機会を持つ

ことにより、ネットワークを構築する。 

 アジア・太平洋地域、アフリカ地域における GBV に関する取組について事業参加者間の相互理解を

深めるとともに、各団体が課題と感じている内容やその対策などについて意見交換をすることで、今

後の活動に役立つ知見や課題解決のヒントを得る。

（2）事業参加者の機関・団体 

表２－１及び表２－２の事業参加団体から各１人がオンライン情報共有・意見交換会に参加した。 

表２－１：事業参加者の機関・団体（英語圏と日本） 

国 種別 機関・団体名 

オーストラリア 支援団体 Eastern Domestic Violence Service (EDVOS)

フィリピン 支援団体 Legal Alternatives for Women (LAW) Center, Inc.

ナミビア 政府 ジェンダー平等・貧困削減・社会福祉省 

支援団体 One Economy Foundation (ONE) 

シエラレオネ 政府 外務・国際協力省 

支援団体 Rainbo Initiative 

日本 政府 内閣府男女共同参画局男女間暴力対策課 

支援団体 NPO 法人女性ネット Saya-Saya 

表２－２：事業参加者の機関・団体（仏語圏と日本） 

国 種別 機関・団体名 

ブルキナファソ 政府 女性・国民連帯・家族・人道活動省 

支援団体 Mwangaza Action 

コンゴ（民） 政府 ジェンダー・家族・子供省 

支援団体 Cris du Peuple Opprimé (CPO) 

マダガスカル 政府 人口・社会保障・女性振興省 

支援団体 Association Fitia 

マリ 政府 女性・子供・家族振興省 

支援団体 Amsopt 

日本 政府 内閣府男女共同参画局男女間暴力対策課 

支援団体 女のスペース・おん 
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２．事業参加者に対する事前アンケート 

事業参加者の研修経験や本事業への期待などを把握し、参加者の関心に沿ったオンライン情報共有・意

見交換会を計画することを目的として、事前アンケートを実施した。最終的に事業参加者 17 人中 13 人

から回答を得た（回答率 76.5％）。以下、アンケートの回答を抜粋し記載する。 

（1）研修経験に関する質問への回答 

① 研修経験と研修のトピック

事業参加者のうち 11 人が、GBV に関する研修を受けたことがあると回答した。過去に受講した研修の

トピックは以下のとおりであった。

図２－１：過去に受講した研修のトピック 

② 事業参加者が過去に受講した研修の内容

 GBV の概念 

 GBV の種類 

 法的枠組み 

 実践的スキル研修 

③ 事業参加者が過去に受講した研修で得たスキル・効果

 被害者対応の能力の向上 

 被害者を支援するセンターのスタッフの支援、人材育成の実施についてのスキルの向上 

 啓発及び被害者の心理社会的支援やケースマネージメントのスキルの向上 

 女性や女児が置かれている状況に、より注意を向けられるようになった 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

その他

j. 男性の巻き込み

h. ワンストップセンター・シェルター運営

g. 被害者保護

f. 通報体制

e. 官民連携促進

c. 社会復帰

b. 啓発

a. 政策策定
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④ 事業参加者が GBV について今後さらに学びたい内容

GBV についてさらに何を学びたいか、事業参加者に質問した。回答は図２―２のとおりである（回答は

１人１項目、N=11）。 

図２―２：事業参加者が今後さらに研修で学びたいトピック 

（2）オンライン情報共有・意見交換会に対する期待など 

① 他の参加者から得たい情報

[現状に関するもの]

 他国の GBV の状況と国家戦略・政策、対応、要因、課題、支援など

[活動内容・好事例] 

 効果的な啓発活動、予防策 

 GBV プログラムの好事例 

 被害者の社会復帰支援（関連政策、民間との連携、シェルター、ワンストップ・センター） 

 加害者に対する教育 

 性犯罪に特化した法廷 

 未成年の性犯罪者の対応 

 男性や関係者を巻き込む手法 

② 他の参加者と共有したい自身の経験

 様々な分野の関係者の協働による GBV 被害者の包括的支援 

 若者を対象とする啓発、包括的支援 

 子供同伴や障害のある被害者に利用しやすい被害者支援センター 

 新型コロナウイルス感染症下での GBV 対応のための資金調達 

 男性の巻込み 

 ホットラインの開設

0 1 2

その他

j. 男性の巻き込み

h. ワンストップ・センター、シェルター運営

g. 被害者保護

e. 官民連携促進

d. 訴追

c. 社会復帰

a. 政策策定



３．オンライン情報共有・意見交換会の実施結果 

第１回・第２回オンライン情報共有・意見交換会について、日本を含む英語圏の第１回・第２回、日本

を含む仏語圏の第１回・第２回の順に参加者や内容の要旨を以下に記す。 

英語圏第１回 

① 参加者

政府機関：シエラレオネ、日本 

支援団体：オーストラリア、フィリピン、ナミビア、シエラレオネ 

② 内容要旨

参加者が用意したパワーポイントのスライドを使いながら、自身のキャリアパスや職務、所属機関・団

体の活動、GBV の状況や課題、情報共有・意見交換会に期待することなどを発表した。質問はチャットボ

ックスに記入してもらい、オンライン情報共有・意見交換会後に参加者に共有した。参加者間で開始した

SNS グループにこれらの質問を投稿して、SNS 上でも議論を継続した。 

③ 質疑の内容

SNS 上で継続した議論のうち、例として質問２件とその回答を以下に記す。

 支援団体から他の支援団体に対する質問 

【質問】法的支援とその他の支援サービスの連携 

【回答】訴追プロセスの中で無料の法的支援は重要である。被害者が加害者と和解した場合、行政や 

警察と協力して監視を続ける仕組みがある。

 支援団体から政府機関に対する質問 

【質問】所属部局の GBV 対応における主たる役割 

【回答】ソーシャルワーカーの配置、シェルターなどを運営する NGO への財政援助支援などを実

施している。

英語圏第２回 

① 参加者

政府機関：ナミビア、シエラレオネ、日本 

支援団体：オーストラリア、フィリピン、ナミビア、シエラレオネ 

② 内容要旨

第１回欠席者の自己紹介の後、新型コロナウイルス感染症の GBV への影響と対応、GBV 予防への男性

の巻込みについて、という参加者の関心度の高い２つのトピックについて討議した。質問はチャットボ 

ックスに書き込み、発表者が適宜回答した。討議の中で、新型コロナウイルス感染症による GBV 増加へ

の対応の共通点や相違点が認識された。男性の巻込みに関連し、加害者の視点を活かした活動や学校で

の啓発が共有され、ジェンダー平等の大切さを理解する教育を早期から実施することの重要性が確認さ

れた。 
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③ ディスカッションの主な内容

a) ディスカッショントピック１：新型コロナウイルス感染症の GBV への影響と対応

［新型コロナウイルス感染症の影響］ 

 暴力や虐待の件数が大幅に増えている。これまで暴力を受けていなかった人が新たに被害者にな

るケースが多い。暴力の頻度、重篤度、緊急性がエスカレートしている。（支援団体） 

[新型コロナウイルス感染症下の対応] 

 既存の相談窓口に加え、新たな相談窓口を設置した。支援団体と協力して被害者をシェルターに保

護するサービスを提供している。（政府機関） 

 一部サービスが閉鎖されている状況で、GBV 被害者が必要なサービスを受けられないケースが出て

きたため、国連機関と共同で緊急対応チームを作り、物質的支援と医療支援を提供した。（支援団

体） 

 暴力撲滅のためのキャンペーンをオンラインで始めた。（支援団体） 

 被害者対応をする職員数やコミュニティ訪問回数を減らし対応した。隔離施設にいる女性に衛生

用品を支給した。（支援団体） 

b) ディスカッショントピック２：GBV 予防への男性の巻込み

 GBV 加害者についてのリサーチを実施し報告書をまとめた。（支援団体） 

 男性向けの行動変容の無料プログラムがあり、男性１人、女性１人がファシリテーターを務める。

（支援団体） 

 全ての小・中・高校で男女がお互いに尊敬しあう関係づくりを義務化して行動変容を促している。

（支援団体） 

 全国の自治体で加害者対象プログラムを提供するためのガイドライン作りについて調査研究をし

ている。（政府機関） 

図２－３：英語圏グループの様子 
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仏語圏第１回 

① 参加者

政府機関：マダガスカル、マリ 

支援団体：ブルキナファソ、コンゴ（民）、マダガスカル、マリ、日本 

② 内容要旨

英語圏同様、参加者が用意したパワーポイントのスライドを使いながら、自身のキャリアパスや職務、

所属機関・団体の活動、GBV の状況や課題、情報共有・意見交換会に期待することなどを発表した。参加

者が GBV 予防への男性の巻込み、緊急一時保護施設の役割、シェルター運営などの関心事項について議

論した。 

③ 質疑の主な内容

 支援団体から他の支援団体に対する質問 

【質問】女性性器切除の問題、児童婚の問題に男性がどのように関わっているのか 

【回答】宗教的リーダーを含むコミュニティ全体への働きかけが重要。 

 支援団体から他の支援団体・政府機関に対する質問 

【質問】各国の緊急時保護施設の運営 

【回答】政府機関又は支援団体によって運営されている。心理社会的支援、医療支援、法的支援を提

供している。 

図２－４：仏語圏グループの様子 
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仏語圏第２回 

① 参加者

政府機関：ブルキナファソ、コンゴ（民）、マダガスカル、マリ、日本 

支援団体：ブルキナファソ、コンゴ（民）、マダガスカル、マリ、日本 

② 内容要旨

第１回で発表しなかった参加者の自己紹介の後、発表内容に対する各国の GBV 関連の法律の有無など

についての質疑応答が行われた。 

③ 質疑の主な内容

 政府機関から他の政府機関に対する質問 

【質問】GBV に関する法があるかどうか 

【回答】配偶者・元配偶者・同棲・元同棲者を対象とした DV 法がある。

 政府機関から他の政府機関に対する質問 

【質問】被害者に対する支援を提供する「総合支援センター」の活動内容 

【回答】医療・心理社会的ケア・司法など包括的な支援を提供している。「総合支援センター」の 

制度化を考えている。 

 政府機関と支援団体から政府機関に対する質問 

【質問】有害な慣習に対する法律や政策 

【回答】児童婚や女性性器切除は法律で禁止されており、関連政策のもと取組を行っている。 

（3）SNS を通した交流

参加者間の交流促進のため、オンライン情報共有・意見交換会に加え、SNS（英語圏：Facebook、仏語圏：

WhatsApp）を通した交流を行っている。 
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４．事後アンケートの結果 

各回のオンライン情報共有・意見交換会の後、簡単なアンケートを実施した。それぞれの回の回答率は

英語圏第１回 100%、第２回 86%、仏語圏第１回 71.4%、第２回 50%である。結果は以下のとおり4。 

英語圏・第１回 

図２－５：情報共有・意見交換会全体についての満足度 

英語圏・第２回 

図２－６：情報共有・意見交換会全体についての満足度 

4
 各回の実施内容が異なることから、事後アンケート項目は一様ではない。 

0 1 2 3 4 5 6 7 8

ディスカッション時間の時間配分

交流会全体の時間配分

交流会全体の総評

十分満足している 満足している 普通

0 1 2 3 4 5 6

ディスカッション時間の時間配分

交流会全体の時間配分

交流会全体の総評

十分満足している 満足している 普通 あまり満足していない



図２－７：ディスカッショントピックについての満足度 

仏語圏・第１回 

図２－８：情報共有・意見交換会全体についての満足度 

仏語圏・第２回 

図２－９：情報共有・意見交換会全体についての満足度 
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全体的な内容は適切

強くそう思う そう思う どちらでもない そう思わない 全くそう思わない
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十分満足している 満足している 普通
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【情報共有・意見交換会全体のよかった点】 

英語圏 

 情報共有により他国の状況、取組や好事例が理解できたこと 

 他国からの学び（自らの団体が実施していない取組について学べたこと） 

 オンラインで交流が深められたこと

仏語圏 

 プレゼンテーションの内容と質 

 他国との経験の共有 

 プレゼンテーションの時間厳守と質疑による共有 

 行政と支援団体それぞれの立場からの取組が分かったこと 



５．オンライン情報共有・意見交換会実施の成果 

オンライン情報共有・意見交換会を実施した主な成果は以下の３点である。

成果１：経験の共有・学合い 

事後アンケートの結果から、他国の状況や取組、経験の共有ができたことが参加者に評価されているこ

とが確認された。オンライン情報共有・意見交換会の自己紹介の中で、各国の状況・取組について興味深

い情報が多く共有され、各国での相違点や共通点が参加者間で理解された。 

成果２：ネットワーキング 

オンライン情報共有・意見交換会において、自己紹介や率直な議論を行うことにより、参加者間のネッ

トワークを形成することができた。

成果３：ニーズ・関心の把握 

オンライン情報共有・意見交換会での個々の発表を通じて、参加者が所属する機関・団体が直面する課

題や関心を把握することができた。 

① 参加者の所属機関・団体が直面する課題

参加者の所属機関・団体が直面する課題は以下の表２－６のとおりである（参加者が用意したパワーポ

イントのスライドより抜粋）。

表２－５：参加者の所属機関・団体が直面する課題 

文化社会規範 女性の脆弱性を高める社会文化的要因、被害者に対する差別、児

童婚、女性性器切除、慣習法と成文法の共存等 

資金調達 資金不足、ドナー資金は期間が限定されているため継続的に資金

を確保することが課題 

法律・制度 法律・制度が不十分、体制が構築されていない 

人的リソース 人材不足、能力強化が不十分 

被害者へのサービス提供 生計向上支援、ワンストップ・センターによる包括的な支援、若

者向けの社会復帰センター等のサービス提供が不十分 

データ 国レベルのデータ収集・分析システムが未整備、定期的な GBV 関

連データの収集ができない 

② 事業参加者の主な関心項目と研修ニーズ

事業参加者が今後学びたいと考えている事項について、第１章で行った机上の情報分析、オンライン情

報共有・意見交換会で得られた情報、事業参加者に対する事前アンケートなどを踏まえ、「政策・制度」、

「連携・レファラル体制」、「支援実施」、「社会文化規範」に整理すると、図２－10 のような結果が得ら

れた。 
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図２－10：事業参加者が今後学びたいと考えているトピック 

事業参加者の所属機関・団体が直面する課題、事業参加者のニーズや主な関心事項は、いずれも第１章

の課題の分類（表１－１、表１－２参照）と同様に「政策・制度」、「連携・レファラル体制」、「支援実施」、

「社会文化規範」で整理することができる。令和３年度の交流プログラム案の検討、策定にあたっては、

この分類を活用し、事業参加者のニーズ・関心を網羅すると同時に、これらの分類の間の有機的なつなが

りに留意した。 


